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サステナビリティ情報開示の国際基準作り
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ISSB公開草案の公表

（2022年3月31日公表）

S1 General Requirements
S2 Climate-related Disclosures
［開示項目］
（1）ガバナンス
（2）戦略
（3）リスクマネジメント
（4）指標と目標
・GHG排出量（スコープ１・２・３）
・スコープ１・２は連結
・物理的リスクのある資産の量と比率
・移行リスクのある資産のの量と比率
・内部炭素価格、報酬への反映、等

Appendix B：業種別指標今後数か月のうちに
Finalize



ISSB 今後の検討テーマ候補
2022年12月14日 ISSBとして今後の検討課題の候補について合意した。

➢ 生物多様性、生態系及び生態系サービス

➢ 人的資本（ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン
（DEI）を中心に）

➢ 人権（バリューチェーンにおける労働者の権利とコミュニ
ティの権利を中心に）

➢ 報告のコネクティビティに関するIAASB（国際会計基準審議
会）とのジョイントプロジェクト（IAASBのマネジメントコメンタ
リー・プロジェクトおよび統合報告フレームワークを基に）



金融庁ディスクロージャーワーキンググループ報告書
2022年6月13日

2022年11月に企業内容
開示布令改正案公表



サステナビリティ情報開示のアウトカム

投資家の
情報ニーズ

企業の説明責任

社会制度としての開示制度

➢ 市場機能の発揮
➢ 投資家利益の保護
➢ Systemic Riskの防止

◆企業の積極的な開示姿勢
◆投資家による情報の適切な利用
◆的確な開示基準の設定

本当によい企業が正しく
選ばれる市場。最終的な資金の出し手

（Beneficiary）の選好の反映

経済活動の基盤となる良質な
環境・社会機能の維持
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